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ロシ における労働環境と社会保険
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(下級タバコの一種〉工場の裁断部門について， I慣れないものはそこに数分

とこどまることができなL、。なぜなら，たちまちひどい咳が出て胸がひりひ

りするからであるc 労働者は口と鼻にハンカチやその他の布切れをつめてい

る、そうしないと聞くことができないのだろう。労働者の多くは，あきらか

に限二炎症をおこしていた。しかし，この工場でもっともひどL、労働は乾燥

室のそしである。その環境の中には数秒ととどまることがで、きなし、。私は， EI 

給でやとわれた兵士がヲ 21時間の作業ののち失神するのをこの自で、みたJClO)

とカパ、てし、る O

以土のような情報"之、それぞれ明瞭な事実をわれわれにつたえているとは

いえ‘自然科学的ないみでの計量的正確さをもつものではない。それは，当

干げる安生衛生技術の未発達を示すものであると同時に，労働環境に対

ずる社会的規制の欠如をも示すものであろう o 1888年，キエフの市会の中の

衛生委員会が，印刷工場およびタバコ工場のための義務的衛生規則制定に関

して検討を開始せざるを得なくなったく11) との情報もあるが司 何らかの有効

な規則がで、きた様子もないところをみると， 1880年代ええになってやっと，安

全衛生規則の問題が[CI程にのぼりはじめていたことを示すほどのものであ

/コう

不備な労働漂i克の結果としての災害の発生ぅ労働者の被災は『労働環境そ

のものの状態よりも把握しやすい明白な事実て、ありヲしたがってヲより豊富

かつ正確な資料がのこっている C 災害の発生という明白な結果に対してはラ

より早期より国家権力の行政的干渉がなされるという事情も，この点に卒し

ているつウラノレについていえばヲ 1865年 7月 10日，鉱山管理部長官は各鉱

山i二、売生した災害を記帳するよう指A示し、 1866年 4月 13日，法令をもっ

て，労働者の被災状態，および災害の原因について、地方空祭に届け出るべ

きことを指図しヲさらに 1876年 4月 12日の法令をもって，災害発生を鉱山

にこ報告するに際しては (a)農地調停官や郷役場にも知らせたかとう

か、地方警察に届け出たかどうか， (c)災害の原因は労働者の粗暴である

か‘ての他の原国であるか， (d)災害を記帳したかどうか，もあわせて報告せ
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される手立さ くてはならぬとき， る{討，Uから
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すなわち 1(1)作業の遂行される場所は，労働者の安全と生産そのものの本性

が要求する程度に明るくひろびろとしているべきこと………同酸。アノレカ

リその他有害物質をつかう職場，同じくガスや挨の発生する職場で食写をす

ることは禁ぜられる………同有害な蒸気や挨の発生する生産にあって(土，

労働者は作業中に特別の衣服を着用せねばならない…・・… 120)作業場@住)苦

の内部のドアは出口の方向にむかつて開くこと，出口 e 窓は外側にむかつて

開くこと， 凶作業中おもての戸に錠をかけてもよいが，火事で人が殺到し

たときに開くことが可能なようにしておくこととJ(55) いうものである。こ

こでは，第一に，安全@衛生に関する公的規制がはじまったこと，第二:二、

しかしその内容は極めて不充分で規制力にとぼしいことが指摘されるc

ともあれ，この時期に，同様趣官の義務的法令が各部門で、つくられ:土じめ

ていることが注目されるのである。南部の鉱山に対しても， 1894年 7月14FI 

付で，向名称の義務的法令が出されている。(56)

このように，労働環境に対する規制がはじまりかけたとはL、え，資本主義

的大規模生産の拡大にともなう災害量増大の傾向の方が，ずっと優勢であっ

たようである。南部の鉱山業についてみるとラ 1891年ノレイコアスキー

発により， 58名の死者を出し，全ドソパスを懐させた。 1898 コレ -
，，?-ラ「

シヤ:ドネツ会社の坑に爆発がおこり 74名の死者を出した。 1899 ， ~今

、〈入、

南ロシヤ会社の坑でやはり爆発がおこり， 30名の死者を出した。(57) 化学@

タバコ。繊維。ガラス工場に職業病が多かった。リガ@ガラス工場の作芸;場

;土 64'Cにも達しそのため労働者の 11.6%は職業性限病にかかっていると

医師が証言している。(58) グズネツオブ所有の陶磁器工場では， 1895年、 470

人の労働者のうち， 90人が結核にかかっていた。 1898年 1カ年で，ニの工

場の労働者は 13名死亡し うち 10名は結核によるものであった。そして，

地元出身でない労働者は帰郷しているので，実際はもっと多く死亡している

であろうと監督官が証言しているOL5めまたう 1890年代ともなると，

械の導入とともに農村労働者の中の被災者も多くなってくる O タヴリダ県の

首席工場監督官の言によれば，農村を巡回するときまって農業機械のに
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なった不具者の大群があらわれたという。(60) 被災者数が増えつつあったら

しいことは，ノミジートノブの作成した数字〈第 3表〉からも想定されうる。

この時期の特徴として，災害の原
第 3表鉱山菜における災害被

因についての くよならj工るこ

とが上げられる O すでに 1880年代

モスクワ管区工場監督官は，災害

の80%は予知しうるものである，と

指摘していたが (61) 1895年， ラト

ウV アの地区工場監督官は，工業企業の中で発生した災害の圧倒的部分の主

災者数

1885 - 1889 

1895 - 1899 

5，165 

34，266 

65，272 

1890 - 1894 

要原因は[作業がおこなわれているところの労働環境にあるj と指摘し ワ

フリヤンド県主席工場監督官ユリゲンソンは若干の災害を自から直接調査し

て， 1900年に次のように指摘している O すなわち， 1かなりの数の災害の)京

国は，主として，伝動装置に然るべき柵が欠如していること，同じくかなり

の程度に，多くの工場でベノレトの被ひのための設備が欠如していることにあ

る。伝動装置や機械の作動部分に然るべき柵が欠如していることは，作業時

間中における労働者の生命の保全のため遵守さるべき方策に関する義務的法

令がリフリヤンド県にないことにもとずいているJ(62) と。

このことは，決して，災害の真の原因が社会的に確認さJLるようになった

ことを意味してはいなL、。むしろ，真の原因はたえずかくされている O 被災

労働者を「作業中組暴で不注意である!と非難したり，あるいは「偶然Jを

引きあいに出したりして，雇主は白からに責任のないことを証明するのが常

で、あったようである O 加えて，災害の原因の調査はきわめてゆっくっと行な

われた。 1898年には，災害が発生してから 2~1lカ月放置された例もある O

工場管理部が工場内で発生した災害を警察に報告しなければ，その調査すら

もがなされなかったであろうJ63〉とはいえ ，iili主が形式的にでもあれ白から

責任のないことを[証明j せねばならない社会的強制は，さしあた，)ツアー

専制の行政権力の手をつうじてはあれ，つよまりつつあったと認めてよいで

あろう O
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数は全部で 32で、あった。(66)1898年， リフリャ γ ド県では，工場監督下にあ

る労働者のうち医療扶坊をうけうるものは 5.6%であった。この率は全ロシ

ャをとってみると 18%となっていた。(67)

ドンパスではどうであったろうか。ドンパス西部第 1鉱山管i豆の炭砿を対

象に 1889年のはじめ行なわれた調まの結果によると， 医療施設をもってい

たのはお坑のうち 7坑であって，のこりはゼムストボの病院にゆくか近くの

企業の病院にゆくかしていた。 1900年のはじめになると，大炭坑のほとん

ど、全部が自分の病院をもつようになっておりシュトフ委員会の視察したとこ

ろによると，し、ずれも労働者患者がびっしりつまっていた。(6め これらの事

実は1890年代における医療機関の拡大を物語るとともにドンパスにおける災

害発生の激しさを想わせる O

一応医療給付をうけられることになっている場合でも，その内容にまで目

をむけると次のとおりで、あった。補助医のシレンコのいうところによると，

ノレーチェンコ坑には予診室が一つあったが，窓一つしかなし、小さな部屋で，15

人の労働者iがわらぶとんなしに板寝床に直接横たわっていた。(69) リフリヤ

γ ド県に 1898年に存在したおの工場医療機関のうち 29がラトウィシスカ

ヤ地方にありうさらにそのうち 21は，その中の第 1工場地区にあったが，そ

の第 1工場地区のなかで常勤補助匿をもっ予診室は 4つにすぎなかった。(70)

1890年代においても，工場内で発生した傷病に対する医療給付は無料で

なければならない，というのがツアー政府の政策の基本である。しかし，以、

上にみたように，この原氏Ijは各地で無視されているo 1866 1890年代

の「義務的法令」の た医療施設は， はめったに作ら;feてい

ない。全然医療施設をおかぬもの，つくっても重症者のみうけ入れて，

者は私的診療機関に行かせるもの，さらに，ラトヴィア地方からの報告にみ

るように，共済基金を組織して，そのメンバーにのみ工場医師からの治療を

うける権利を与えるもの (71)など，形はさまざまであるが，医療給付の負担

からできるだけ逃れようとする志向は一貫している O

労働力の一部あるいは全部を永久的に爽失したものへの扶助はどのように
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じめ規定をしておかなかったニジェネ@タギリスキー工場では，給付総額の

増大額向におそれをなして，支出引き締めの努力を行なっているo 1891年 3

月，管理部は各工場事務所に対し，年金受給申請者に対する審査を厳重にせ

よと通達し， 1894年 7月には，工場管理部よりデミドフ本庁へ，指示により

年金 11，458ノレーブリ 86カペイクの支出節約をなしたとの報告がなされてい

るO 管理部は，それとともに‘年金継続の請願を行なったものが， 265人に

及んでいることも報告している。(79)

こうした関難からの税出路としてウラノレの鉱山主たちがとりはじめた方法

は，南部の鉱山主たちの先例にならった私的保険会社の利用で、あったことは

次節にみるとおりである O

さて， 1890年代に入ると，災害補償法制をめぐる動きはあわただしさを加

えている O 大蔵省は新法案を作成して， 1893年 3月 15日，国家評議会に提

出した。法案の骨子は次のごとくであった。すなわち，企業家たちは「企業

内での作業が原因した労働者。事務員の死亡@不具・その他健康の損傷(職

業病〕のさい，そのことによって生じた被害あるいは損失に対し本人ある

いはその家族に補償する義務を有する」。企業の所有者は， 災害の唯一の原

因が (1)不可抗力(外力あるいは自然発生的力〉であるか， (2)その企業に直

接関係のない第三者の科であるとし沖、うる犯罪や過失であるか， (3)被災者

にとりわけ個有な科あるいは故意があったことによるか，の場合には責任を

免れる O 企業所有者は被災者に対し療養のための支出を補償しかっ，労働

力の永久完全喪失の場合には過去一年間の年俸額にひとしい額の年金を，労

働力の永久不完全喪失の場合には労働力の弱化に相応した年金を支払う O 以

上法案の骨子をみると，企業者の無過失責任の原則が一応確立しているこ

と，および職業病の項が入っていることが，以前の法案とちがっていた。(附

この法案に対しブルジョアジーは，一方では， 1893年 6月の製鉄業者常設

協議会事務局の発言にみるように， I毎年主新らしい犠牲者が増えるために・・・

工場主に負わされた重荷は年々増大しJ，!全利j閏をのみこんでしまうj おそ

れがあるから，被災労働者への年金額を少くするよう要求し他方では，
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ベた。(95) まさにそのとおりであったことが， 第 9表によってあきらかであ

る。 被災件数は南ロシヤのみで 3万件を超えており，この数に登録もれがさ

らにあったろうことを考慮に入れるならば，労働力の永久ム部喪失をとネな

うものはその程度の数になっていたで、あろうことは疑えない。

労働力損傷がヴゴ的に顕在化していくのみでは，企業家の閤難がます三:テ

である O 雇主責任法の現実化を前にして，災害の原因についてのカテゴリー

構成に注意がむけられはじめている O 原因も，質料的な，自然科学的意味に

おけるそれと，形式的な，社会関係的な意味におけるそれとに区別されうか

つ後者は，雇主の科によるものが労働者自身の科によるのか，が問題とされ

はじめる O 第 10表と第 11表はともにウラノレの冶金および金属加工業に対け

るものであり，第 10表と第 11表の発生事情別の項とをくらべると，ほど共

通の傾向をみとめることができる O 最も問題になるのは第11表の原因別構成

第10表 ニジュ不・タギリスキー諸工場における災害原因別構成(1904)

被災者総計

うち

(a)火傷

(b) 機械による怪我

(c) 墜落および重量物による打撲

(d) その他
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の項である o 見しでわかるように雇主はほとんど白からの責任を認めてい

ない。労働者自身に責任ありとされたのが総件数の丁度半分を占める O さら

に， I生産自体の危険Jおよび「偶然」という，全く自然現象に問題をそら

せてし支ったのが拾を占め，のこりは第三者，プ職長その他の責任にしてし

まっている。つまり企業家ば，当時の義務的法令にあるごときごくわずかの

安全設備をほどこし，労働者。職長の作業心得を多少こまかく作成しておげ

ば，それ以上のことはL、らない。安全設備が不充分でも，原因;主自然そのも

のとされ，職長が安全設備を使用しなかったり，規則を守らなくとも雇主の

責任ではないとされ，かつ，あとは労働者自身が規則を守らず不注意であ
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10 

総設の 欠 縮

会IHl'lの欠如あるいは不全

安全設長Ilの欠如あるいは不お

ヲム

nu
ハV

i2ヨ

規則・教示のノドj緩行

汐jおな忽民主

不沼・不浅窓・そのイ収

不適当なえ喜次 1 

12 
つ
》

43 

よじミヲアi効去の資{壬・安会役将;の;におおよび労i滋去の不注意 。
伐の労働努あるいはぬ外者の炎任 13 

)}IJ 自体の危険 ア

偶然および原因不閉 め

支任。ある人々による規則の不履行 3 
あるいは回避 3 
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ったためとされるわけである o 1893年の法案の中にあった，雇主が責任を免

九うる三つの場合が，充分にここで活用されているのを認めることができょ

うc 主っとも，企業内の責任ある人々のミスが全く企業の所有者に責迂を生

ぜしめることがないとするのは， 1893年の法案にある考え方，すなわち「企

業に直接関係ないものの科Jによるものは雇主に責任を生ぜしめないとする

考え方よりも，一層鹿主の責任をうすくする考え方であるといわねばなるま

L 、ともあれ，かようにして，麗主責任法施行に対する準備が進んでいたも

のと思jつれる O

ところで，工場・鉱山における医療給付の水準はどのようになっていたで、

あろうか。無料の医療給付の原則が全く確立されていない部分がまだまだ

あったらしいことが，まず第ーに指摘されなくてはならなし、。ベテノレブ、ノレグ

、さえ， 1899年 3月および 5月にライジヨーノレスキー造船工場の労働者た

ちは，無料霞療給付の欠如にいかつて騒動をおこしている。(96) ミンスグ市

内に労働者のための診療所が出来たのは 1903年になってからであり， この

診療所は， 1908 年に，比較的大きな 35 企業の労働者によって利用さ ~G，定

員二医師 2名ラ補助医 2名歯科医 1名，助産婦 1名で、あった0(97) 1905年

のドンパスをみると 70の鉱山に全部で 10の病院があった。病院というか

らに;土ベットがあったわけて、あろうが，すべてに常勤医師がいるという:じの

でになかった。クリボロジェの鉱山病院の一つは， I………建物は泥壁で地

面すれすれ，部屋は天井低く光がかすかしか入らなし、。原始的な引窓式換気

でIT告くまどのない廊下，………日かげは寒い……ーそこに寒いセメ γ ト

床の診察室がある。………この病院には嫌悪を催させるカピくさい空気がた

だよっている O …一・・この病院に水道はなし、。したがって病人を入浴さぜる

にも苦労するJ(98) ものであった。ウラノレのニジュネ@タギリスキー工場の

2病洋も 1904年，場所がわるい，せまい，空気量・床。窓のひろさ

，便所の臭気ぬきがない，隔離病室がない，ベット数基準にたりぬ等の

理由をもって，管区技師より建てなおしを誘められるにいたっている。(町新

の建設はおくれ， I日施設の老朽化は進んでいるというところであろう O
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労働力の一時的，永久的喪失に対する補償の問題では，南ロシヤにはじ

まっていた私的保険会社に労働者を保険させる方式がウラノレにもとり入れら

れはじめていることが注目される O 南および南東鉱山地区の管区技師よりの

報告にもとずし、て，農業。国有財産省、鉱山局が 1903年 1月ウラル鉱山長官

に与えた通牒によるとれその地区の多くの大企業では自分のところの労働者

を私的保険会社に保険させ，その会社に，労働者に補償する義務および被災

者の民事訴訟に対し法廷の前に責任を負う義務を移管していた。私的保険会

社;土ヲ相互に協定を結び不具に対する補償たる保険金の額を切り下げ、たが，

そのさい，会社の医師が労働力損傷をひくく評価するばかりでなく，労働者

がひきつづき企業で働けるかどうかをきめる権利が自分にあるのだと口外し

つつ労働者と取り引きして保険金を値切った。何の扶助も与えられねままに

放i吉される労働者が増加しはじめた。(100) 1903年 7月，ウファ県知事がウ

ブァ管区技師にウスチ@カタフスキー工場でも同種のことが行なわれている

ことを知らせている。そのさいウファ県知事は， Iこの工場の労働者保険は

あきらかに不公平である O すなわち，こうした保険がなく，かっ工場管理部

が自力通ら直接不具になった労働者を保障している他の工場がはるかに大きな

程度に担っている物質的責任を，比較的わずかな払込金をもって免がれよう

とつとめているのであるJ(101) と指摘している O 雇主責任法制がおくれてい

るあいだに 3 比較的保障さわしていたウラルにおし、でさえ，改悪が進められて

きたのであるc

1890年代末に煮つまりつつあった被災労働者への補償にかんする雇主責任

の法制はラまず，官営労働者の一部に適用されるところから出じまった。も

ちろん，フソレジョアシーの強い抵抗を回避するためであるo 1896年 8月にす

でに農業.I~I有財産省鉱山局で作成されていた「官営鉱山の労働者に，不具

:および疾病に対して年金と扶助金を支給することに関するJ法案が， 1900年

5月 10日，国家評議会の審議に付された。法案は，労働力永久完全爽失のさ

いに過去 3年間の平均賃金の弘の年金，寡婦(再婚するまで〕にはその夫に支

給されるはずだった年金の弘， 16才までの子供には 1人につき%で弘打ち切



138 (323) 済々全絞究第 15子会第2

P 
、、，-

1，ーザフ

2人以上号令，奈fH主:ちも，総計したものが死

ない，というものであった_0-・

金〉
手
を いなし守JJL')誌には l

ヌドJミiこなったものが， ょっ うことにな

自か

らなしうる

ラ混じように支

れる，とこ。 ぬ

らに，次のようふて
IJ'多

1人誌:-3人tJ、j二の

て， 1901年 5 15 

門

H
H

ヴ

て， 30，000人

かし，すでにみたよ

れはじめていたのであり

1902 

きこれら

夫も

ばベノレテンソ つづ

、
し

てL、る:工、治ゐヲカり しているとき ク

ルーブ るものだ J194〉とし

るIうし ジ〉

してL、る O …“一・・・)

~ -'. ":r '>-

刀h弓三-

J 、
ー口

ザ%

J、-， つ (1) も?と友之三
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どう!もっとも

yパ
'j 

、
J 戸マ、、

しレ/，-

立〉

uフ

てある。もちろ

乙

日立で，あるい

られるもので，

誌の

260 13 

とまlTこ会人 こ;jL;~と 1897 ふ、ける 290日，

していた 280日にくらべて割り引きさ もの 1 
Lノ

土こにのみおいたので，
、

bっ C¥，、

生み出した。

とって 3段以内

--~ 
1'-0 ムス

dhr 
、N
B

と

1903主'1"-6 2自己j去にひきつづき‘ す--ぐ‘ふ二1894

されてい丈二会、;ア ム元三1ヨミ ょうぶ:[1えらて
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る
-'<可、
〈ニ、 U 、もし

ぞく

出したが穿 に:ぬけQ

も入れたc ツア…ザ より， 1903 

そのさい

ぞれを承認した。

1906 

の工場 e

されずこO

さ

とともに， ここの践において，たえ されてい

会プも示している。

ろうか。 がらその点

についてさく、てみ、ょうo 19昨年，関戸、ンヤの、ンチェノレどノアスキー絃IUで

し、う うち 682 つぢtt) 58 

認めたo 1908 では予 知じく 1381件のかしL告の

ち 659

L、かにして いであろう。

のとおり とするかいなかラ

これらの点をぬぐらで、

の

ヴ

長)

j:1 

シヤ、， 会〉

266 1907 

ごときも

のであったo

~\ ，コッグめ

したと

限に したσ 3ぷ;z.I、

ものでうめられており，

るく、 ie， 8 

もえら1./1なかった。この 1911 白羽シヤで 1903
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る

死亡そ

告されたもののみで 1910 575{>手， うち，

ともなうもの 19件となっている。(10幻 190長年初から 1911

c}-

;;:: と計算して 20

いしその るとして， lfl-100件，全額年金のみに使用されたとし

も1 たり 40ノレーヅリ
、ア

屯)0 200ノレ…ブりとして

も，その税は 100ノレーブリ o 3953ノレーブリ しでも

出されたことた考えるならば，重援の労働力鎮傷をうけても

えたものは 30%を越えなかったのではなかろうか。

とこ，らでラ 1903年 6 2日

の ちし
、一、、
'i'!っ

、7
Q 

をかけたが，そのときの理由Il)中に，たとえばベデノレブルグ

り，

ざ

i主， し とどまるもの

はなく ことな示している O

くりかえし出され

者側からも， 1間々 のな

いことからしてラ ること

ゼー ζ ぜ L， ことのなし、ように，

， 
r/吋
d:.ノ」

な〉 ておくこ

日程を一きょにちぢめ

ココブツォツ f'Iラ 1905

ことじついて，ツアーヲ

た。 ば， 1906年 4月

しく てきfニ。

し l~: 会入



の

経流~，研究第 15 宅金第 2 号

り，
Vグの

て) ¥、

14之

えっげをう勺出していた。 よりあいの

主主ト p グラドスニ:l(' された上で，

月
j
h

」

〕

ν
{
7
4
 

るスト ;1/イど L 、

IV. 1910 年代

〆〈、 dづ らj工ずこのか， ) 三二

;土三ヮカミらずJこし、c ベテルブル〆 その点におい
J 

に

し してL、たかとし、う

ネブスキ 1913年 5}ヲ， む

しており 2 プレグサ γ ド/V。ネブスキー。マニュヅプクチ

プの骨密lミきは 191:3 し

てむりライジ沼ーノレ久々…

知L

なし、しいちとらしく 。
それとともを〆、戸

イフ

コヅク ること fζどの みられる。どれはう

ろう。していることのあらわれと

1910 

マ v

心 、ムム♂

マリス博士含はその箆践の主なものとして 1)

志デこぬ幾弐をひろく汗1]烈していること，

.亡し、 な のこ Lている

L、っとし、し、o ゑ1pてシヤ ついてみても， 1914年 10月幻自
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{広，崩落で 11人生きうめ， 1915年 2月ユーゾフカのスモリヤニノフ坑，綱

切断で昇降機のかご監落ラ 1915年 3月，ユーヂン鉱で 4人ガス中毒， 1915 

jcF 7月，ベレストアスキー鉱でガス爆発 5人死亡， 1916年 1月，ヴェトカ

鉱で火災，数人死亡， 1916年 2月，ユニオン会社イワン坑でガス中毒， 6人

死亡ラ 1917年 2月れゴノレロアスキー第一坑で炭庫爆

傷‘と l、、った様子である。(114)

安全技術の専門家ア@ア@スコチンスキー教授が 1915 のべるところに

よるとラ災害は，主として用具@装置。 j幾械による傷害ラ物体や建造物の臼!

援による傷害，蒸気による火傷ーであり，炭砿の場合には，さらにそれに加え

て崩落，ガスによる呼吸困難，炭塵爆発，などがあった。(115)

の報告によると，被災率は 1913jcr三に労働者 1000人当り 43.9件

であウ (116) 1904年の 41.9件にくらべて増加ぎみである。総労働者数が増

大しているから，結対的件数では増加がL、ちぢるしいことになる。ミンスグ

県のみでみても， 1909年の 8，863件から 1911年には 11，352件になってい

る。(117)第 12表は南ロシヤ鉱山管理部長官の報告をもとに作成されたもので

冶金工場一と鉱山との被災率の数字が鉱山に ~lす L 、ていちぢるしく少なかった

り?労働力のー時的喪失の数字が永久実失の数字より少なかったりしている

ことから直ちにわかるように極めて不充分なものであるが，第 9表のウクラ

イナの項の死亡率とくらべてみても，全体的被災率はやや増加ぎみであると

ィヱ大てとることカ二で、きる。

第12表市ロシヤ鉱山菜における労働災害(労働者 1000人当り被災率〉

全 災 T:二7コ2 

労働力爽失 I死

日年J' I (一氷部， 完全久〕

亡

;合主工場 1913 450.20 1. 21 
1914 434.90 3.47 12.14 1. 53 

t1 鉱
1913 158.02 3.01 13.67 2.58 
1914 174.20 17.15 3.21 

認山
1913 141. 80 5.28 2.26 
1914 132.41 1. 99 18.35 2.13 
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るとし、うこと るC
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く労働者のうち，やJらかの身体的欠識を主主じていたものが労

93.2~220 入念占めたという O 当絡めドイツの水準はお .72

。コじふ eナウムチコニンコが南ロシヤの鉱iむ芝生

つに誠旬、じ叫づ箸ゆ'~1"J り 7J ::'VJ~人~どうけて L 、る

り353人，冶金ご仁場て、 383人ラ

418人三ろったという。(119)1912 

w 
」 、なりゆきさ了示したものに 1914ド3月ラ ぺ

ノレヅノレグのトレウゴリニニク。 τ1".b. o -マニニユブァグデュア

ベナノレブノレグ・フデグラ

り ると次のごとく

とオーバージュー

った。 このごと壌に 計 11，500人が

γてし、ずこ。

れ るガスにより， 3月犯行，第 l

うけ，

1工場

しヲ

主主示した。 470人中 70

の婦人部

、ものはオブ;iミフスキ

出し，

こってこ仁湯外にあふれ

15日と 16自の荷日間

るために，ベテノレブノレク、のみ
C あき

グロピ カノレピソスキ

戸

争二〉し?た:二ニO そし

LしJていないとこ Jろうきをどみ2る5と，つまり

7ニ。 3月 17臼，

し

10時， フデーパ-

54人の婦人と 3人の

fこc そのなかの 1人アソナ。よそ p ゾワは午前 10

ざとつづけ，午後 6時市立アレグザンド伊ブスカヤ

人 3時間も失神状態をつづけたものがあった。午前日

14 

うけ

も3
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し り，午後2持 1275人がまた， ろしいか

やめるj とし、って立ち去っ 19 E1 ， ベデノレブノレ夕、の 120 43，000 

トライ々に入っ

ゃ

いること，および，その調査結果が全くずさんなものであること

o 主た》オグヅナ長官の報告のやには，シャぷシ五ニニコブ@タパコ

ラフエノレム・タバコ工場などで、も，婦人労i効3授のやにめまい，吐き気をうっ

たえるもの，つい るものの多いこ されており，ほ賃金と

， ペナノレブノレグ

しているさまがうかがえるのである。

いちぢるしく

どうであろうか。

付の水準の向 られして

いることが多く， うかがし、みることは

できなし、o tこだ宅 1912年 S晃司〉ベテパ〆ヅノレグ，ジーメンス。ガワスケ

び 1913年 6)ヲラシι ッケノレト工場の 仁戸

ちr
宮、-ヲ 索勤の おくことという

もの

らの 療絵 もなさ日ユところ くさんのこっ ~ 、

32 フミう，

っていたのは 7 っi:こ。(122) 13表，

ロシヤ 、ての もと

にしてつく ものである C 第 13 ると 1915 fぷって 1 つ

ベット数などの

トケ

トカ うける

ならなかった。(ロわさら

るが，実際にはベヅト

カテリノスラブのン

1 時間に 17~24 人を診察して\，、た Lノラグエ

して ため

/ ..-1'" 

仁、」

されたの
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害事13古美南開シヤ鉱山議における医療給付 工

約金工場 1913 
1915 

5見 司十 ぬ13 93，き08 3必31; 47 113 52 8.01 
1915 103，813 ちり 1，076 96 50 10.02 

虫iiiii1-Q33 24，238 91 28 324S83j 1 100 34 8.88 
1915 17.780 10 i 23 62 12.75 

第14表 南 P シヤ鉱山主主における駁療給付‘ 瓦

総
話}

労働者数

治会一五滋
1913 45，557 
1915 62，359 

5山7く 宗主
1告13
1915 

鉱山
1号13
1915 

数

Q
U
つ心

4
1
1
i

•••• 1
0
n
v
mれ
U

1

4

s

s

 

τ
A
Q
U
V

噌

i
Q
O

ウ
f

d士

o
h
n
b

1
2り

7
5

に
υ
ハU
d

牧
町
nvt

，
.
F

，夕

日
υ

4

1

Q

d

に
d

l

7

1

 

ないことも される るCJ ずなわち， えらん

したものを次々 ょっ
いi?1:3るしい

ざま1

日 -¥、
~ ， 

る 1912~1914 年噌ベデルヅル

グ ちは‘ストライキに入っ ざし寸こ，ほとIvどとし、つ

イつ、:、
、也、￥ とL、う ている。

?その

1911 し，さらに

よる ぅ 1912 {f-6 Jj 23 13にツアー予の認可

〉を となった。その こ
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の治による j

ーでしい長」 よひご

る。保

ヒ

険につし、て 'I<f..)

2 ~ 336'ととした。

うけているあい く1903

茸S4f:HIより 1;む

2':~t 

もちには弘~~3の

るというもの

よ

-0 

仁;

るものとして全戸シヤ

21名‘

械的

動力 ;;s 

るもので，シベリヤ@カブカ Jえ

も遜泊されなかった。

と L 、ジ

l'コブ yうにもっていた。 1912年 11月 1713 ， 

!~1912 年 6 月 23 日 主主ふ る とし、~.>
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fこ(125)0コt土p

にし、て，

イフ

えると，その長担

経法学芸時究第15宅金第2.);子

、て吹さしくそのとおりだといえよう

るたてまえになったのは，

おわ性fこ1903 らくらべて投 さえあった。

っすこともいえよう c がさ/ヤ

しうこ

られている，鈎被保i孜子討になれるのは，

〈おそらく話以下〉である， (3)給社額が少ない，

(4)保険機認が官吏や会議主の支裂下におかれると，批科している O もちろ

んラ絞殺制度によって念総が分散し給付の確写会性が増すことは，その間勺は

L 、。

ペテルヅノレグラ /ブゴロド， オ口ネツ， エスト'7γ ドの にjて〉ずこりラ

1914 1078 るベデノレプルグ

のこる 25，848 よみ‘/-。

そのうち 22，307

1，000人当たり 0，22八にめっ

したベeアルス"f--l主，

1，000人当たり 48.9件とくらべ， 1914 

践のデータなみ、ると 82件と増大していることから， 災害がやはり鴻えたの

とともにおこっ

しているものと る。ベテノレヅメ〆グめこれノら

:t三 ラ 12 く詰 ロシヤのそれとくらべて 段と

える。その点も， ることに 》フ りベu弘~、

てみ くてはならなL、。 314，107 う乞，

101ヲ906 しとみてよいのである。

ずご??にνついてし、うな ，たと テノレヅソレグにゴボ
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1913年 12月1 より 1914年 12月31おまでの 13::h月

ともなう災害は 643 労?弱者 1，000人につき 200人のわりで発生して

いるし，(127) 1914 1，000人のうち 709人のわりで

被災している。(128)

ところで、， 1912 

カンパ ではなく，

につく

られねばならずフそのさい労畿税誕の代表が選定されなくてはならなかった

からで、ある。

1912 したc

さめた。ベテーノレブパ〆グ

1913年 3Jlころ

ら出されたのに，

ると している

12月 13

されき

られた。ベテノレブルグ

ろ万 13 日 ~1913

る

とに 1913 年 7 月 1 日 ~1913 年 12 完工尽のあし

でに， 右?も

め7こ。(13告〉

リノブ、ヅブ

るとラベノレギ 広三ワラ~リノスヅブ

ドルジュコ 7;;ちに怠

れたのは 293 そのうち 204

てう，ニL …ゾブコむのぷッ

ひ

全ロシヤ保険

ぐ のi笥

V 
} 

らl'Lfよそ:

きこと

サボタ…ジュ

5 Jミヲエカテ

よ

1人もあ

とかかかj工
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ってL、るリ叶ピモツ 。、

i'J もたれてい

しカミし， 1913 

とうつあ。ユニ二三ユ/

金;会金ラ Jレイコアスキー炭鉱，ハリコ

工場など

のもとにおこなわれた。なかでも著名なのはヅリヤンスキ

ちは集会で企業支部の撚おした規約に 50項目以上の移正当ピ安求した。

のなかには，出

もあら今る

日分も

のメンパー

L， 

， iJ、ぐ》

、ての修IEがあったのこの修了日三工場管海部の入れ

るところとはならなかった。こうしたうごきの中でたとえばヘルソンのヴプ

ド ょう μ ，

させたところも為っ

工ハリコブ

の 63

にはもゥと連々としていたよう

。1913

あいついだごとく

く， 1917年初ョ

るものも出るほ

ろうかc

15 

している

7子に

ることなおそれてち

ふゴ
r、一昨

(134) 

し，たもので

るもの

もな

ぅ:テうる
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第15表ベテルフ♂ルグ県における疾病基金開設状態

1914年 1月1臼 1四9引悶1白即叩5ド4
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基金利労働者数 基金利労働者数基金数|労働者数

工場監督下にある労働者数 284.000 

工る場全監疾督病基官金に把握されてい 153 143，726 174 173，253 142 230，708 

うち業務開始 9 13，563 80 114，770 90 187，454 

理事会選出済 30 52，813 

全権 選出済 23 20，041 
58，483 43，254 

規約 認可済 37 30，095 

着手したばかり 54 26，216 

第16表 ウクライナにおける疾病基金開設状態

開設されたもの給付開始したものl:;;;;11914J月 1日

基金利矧者数基金数|労働者設

工場監督下にあるウクライ
ナ到勤者金 e19i4./1:I5' I 332，041 

ウクライナの工場における| 付。i¥，loC)c I つ"I 巾ハ的。
疾病基金 ilO!  ~'j;， Oω ，j，JV I ω V，ムムム

うち
エカテリノスラフ県のみ

ウクライナの鉱山における
疾病基金

172，672 5 13，.!80 

が 66%となっている O 第 16表をみても，ほぼ同じような傾向をみてとるこ

とができる O

これら業務を開始した基金は，どれくらいの規模の活動をしていたもので

あろうか。その点について参考になるのが第 17表である O これは各工場の

疾病基金の報告書より作成されたものであって w 傷病といっても，入院患者

および傷病扶助金を 1912年法にもとずいて支給された外来患者のみを考慮

に入れている。何度も同一人が支給されているものも数に入っているわけーで、

あるが， とにかし平均して年に 1回前後，扶助金の対象となる傷病にか
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第17表疾病基金報告よりみた傷病発生状態

トレウゴリニク・マニユブアクチェア(1914)

うち女子のみ

レ ス ネ ノ レ 工 場 (1914)持

傷病発生率平均傷病期間

94 '}￥ 10 日
(10，658件〉

118 % 11.8日
(7，498件〉

100 '}b 10 日
(3，380件〉

ニコラエフスキー造船 (1914) 80 % 
製 管 工 場 ( 1914)料 66 % 

(1915) 94 % 
ブリヤンスキー会社プレグサンドロフスキー工場(1914) 75 % 

(1915) 76 '}b 

ドニエプ戸フスキー冶金 (1915) 84 '}b 

ニコポリコ=マリウポリスキー工場(1915) 100 % 
ガントカ製鉄(1915) 男子 94~100 '}b 

女子 130 % 

持 1913年12月より 1914年 12月までの 13ヶ月。

山エカテりノスラフの製管工場。

かっている O この衰の示すものはラまず第 1にラ第 14表との比較において

明らかになるとおり，実際に発生している傷病のうち，疾病基金による扶助

の対象になるものはごくわずかであった， ということである O 第 14表にみ

るところでは， 1913年，冶金工場の労働者は平均年 15回も外来患者として

診療所にあらわれている O 第 2にこの第 17表が示すものは，それにしても

基金としてみれば扶助を与えるべき対象数が大きかった，ということであ

るc 傷病期間も平均 10日をかぞえている O 基金は必要な支出に耐えられた

であろうか。 1915年，はやくも給付水準の切り下げがあらわれている O ドニ

エプロフスキー工場の疾病基金は，傷病扶助金を 32%減額し， エカテリノ

スラフの製管工場の疾病基金は，被保険者の妻の出産に対する扶助金を打ち

切サ，被保険者の出産に対する扶助金を%に減額，疾病および廃疾の扶助金

を拾に(独身者の場合には3/siこ)，家族への往診には 5カベイグの本人負担，
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10%から 20%へと 1B 

っき ;JニスニL プロツスキー

1 ;Lノーブワ 52カベイ

95 ;hベイクラニコぷザニエマリウポ P工場で、

タ ったが，

1;レーヅリ 27カベイタ，よじカテリノスラフ

きぬため， 19日

t，Jごと》 山山内 、
}
u
v
 

られfことし、う。(135) しかし，

;おし、て多自かトログラードそ

に至ったことも

1917年 2月

ィ

戸主4
} 

仁竺Z

の

しラ

拠出免除，糾

しカミ

r 
j 

ペ》
イコラ

1J吟，

6名，

1O~， 

1 

6名，

11肉付〉。ぅづい v

8週間に延長されたく10月17日付)0(l37) 

されるいとまなく， 10月 し，

むすび

，われわ;hは，はなはだとぼしい

ロシヤにおける

もって るJう入

してき

らをふりかえって多大凡次のようにいってし、しいむあろう O

おり):1シヤにおいても，資本主義的産業の発震ととも

し，労{機力の毅壌が進んだ。

， 1890年伐にいたってやっと，極めて強制力の乏しい
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1二家 .:>T，こC 1917 いたる家、で， 日以しし Jコ

る医績給付，および不具・廃艇に対する

として緊欝労議力会f利用じてL、たところと，主として岳山

していたところではちがっ

と， 他

働力

るにともなし¥ ること?と二ょっ

よ

とはみとめられなかった。 しかも

/ 、 ふ、
-K> 

による i) {~ま

に入ってから， 1903 

があっ

還をつくること

》

乙こし、

う，

内部における

カンパ

おけ

し7こO

，ツアー

るものであるc

1. H.E.ジケヲスト，浮沼安訳，ソヴエトの役会と医学，創元社， 1952， 45京，

2. 間前二 60]ま，

3. I湾総， 143叉，

4. 間前， 235]'(， 
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